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床屋さんがなくなった
　現在の地に住まいを移してから通って
いた町内一軒だけの床屋さんがなくなっ
てしまった。聞けば、 年以上店を営ん
できたが、客の減少、後継者がいないこ
と、加えて水回りの補修に多額の費用が
かさむことから閉店を決意したという。
閉店の話を聞き、よく考えてみると、私
の住むブロックはマンションばかり建っ
ており、私が住み始めたときにお店と言
えばすでにこの床屋さんだけだった。床
屋さんはマンションが次々と建った割に
は客は増えなかったとも言っていた。孤
軍奮闘、とうとう力尽き、その床屋さん
も消えてしまった。不便になったなと考
えながらトイレで用を足している時に目
についた本のテーマが「本屋さんという
文化」。そういえば、いつの間にかに街か
ら消えてしまったお店は数え上げれば枚
挙にいとまがない。
　本屋だけではなく、酒屋、八百屋、魚
屋、電気屋、文房具屋、雑貨屋、タバコ
屋等々。ガソリンスタンドも街なかから
なくなりそうである。
　話は変わるが、なぜ床屋と呼ばれるの
だろうか。床屋という言葉は江戸時代か
らのもので、髪結いが床店（商売をする
だけの人の住まない店）で仕事をしてい
た髪結床から始まったようだ。当時は髪
結いだけでなく、もっと多くの種類の床
店があったのだろうが、生き残ったのが
床屋なのだろう。「江戸職人図聚」（三谷
一馬著）には二階家で仕事をしている床
屋、店を構えない廻髪結師や女髪結師の
絵が載っている。当時の流行の髪型は

「一日江戸人」（杉浦日向子著）に面白お
かしく書かれている。江戸時代は切った
髪の毛もリサイクルされたと記憶してい
るが出典が出てこない。ちなみに理髪と
いう言葉は平安時代からのもののようだ。
　マンションがたくさん建ちお店がなく
なったのはこのブロックだけでもなさそ
うである。川向かいもマンションが立ち
並んでいる。つぶさにではないが、探索
してみた限りではお店が見当たらない。
お店が減ったのは、街なかだけではない
だろう。母親が住んでいる郊外の団地で
も、何件かあった店が閉じて久しい。
　広島市中心部は何度目かの再開発が盛
んである。広島駅南口にはとてつもなく
高層のマンションが二つも建つという。
が、再開発が終了しても以前の活気ある
駅前商店街や市場は戻ってこないだろう。
都市がマンション街化すればするほど人
は増えるがお店は減ってくる。ロコモに
なっては遠くの、と言っても多くは徒歩
分以内、床屋に通うことや買い物も自
由に行けなくなる。片足立ちで靴下をは
くことには危なくて挑戦する気にならな
いが、 ㎝の高さの台から片足で立ち上
がることが出来る筋力は維持したい。そ
の前に、床屋さんを決めねばいけない。
川を渡ればあることは分かっているが、
歩いて橋を渡って隣町へ行くのも億劫な
気がする。『車で行けば』という悪魔の囁
きに耳を貸してしまうことがロコモの始
まりなのかも知れない。
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